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事
務
局
長  

西
脇
直
樹 

修
正
動
議
の
内
容
は
、
２
０
０
９
年
度
の

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
へ
の
２
０
１
０
年

度
歳
入
か
ら
の
繰
上
充
用
の
財
源
３
７
６
億

円
の
全
額
に
つ
い
て
、
国
庫
支
出
金
を
充
て

る
よ
う
修
正
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

市
長
案
で
は
、
繰
上
充
用
の
財
源
に
つ
い

て
、
半
額
の
１
８
８
億
円
は
２
０
１
０
年
度

の
滞
納
保
険
料
収
納
分
を
充
て
、
残
り
の
半

額
を
国
庫
支
出
金
に
求
め
て
い
ま
す
。 

我
が
党
は
、
滞
納
保
険
料
収
納
分
に
つ
い

て
は
、
国
保
料
の
支
払
い
に
苦
し
む
市
民
の

今
後
の
保
険
料
軽
減
に
充
て
る
の
が
当
然
だ

と
考
え
、
こ
の
修
正
案
に
よ
っ
て
、
国
保
加

入
者
１
人
に
つ
き
、
尐
な
く
と
も
１
万
円
の

国
保
料
引
き
下
げ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。 

 
 

 
 

 

第
１
は
、
そ
も
そ
も
国
民
健
康
保
険
法
で

は
、
そ
の
第
１
条
に
お
い
て
、
「
こ
の
法
律

は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を

確
保
し
、
も
っ
て
社
会
保
障
及
び
国
民
保
健

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
定
め
、
さ
ら
に
第
４
条
で
は
、
「
国
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
健
全
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
国
保
の
健
全
運
営
に
対
す
る
国
の
責
務

を
明
確
に
定
め
て
お
り
ま
す
。
法
の
趣
旨
か

ら
み
て
、
本
市
の
昨
年
度
ま
で
の
国
保
事
業

会
計
で
の
不
足
財
源
に
つ
い
て
は
、
全
額
、

国
庫
支
出
金
を
充
て
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。 

 

第
２
は
、
国
保
会
計
の
財
政
悪
化
を
招
い

て
い
る
原
因
は
、
１
９
８
４
年
に
国
庫
支
出

金
を
医
療
費
の
４
５
％
か
ら
３
８.

５
％
へ

と
大
幅
削
減
し
た
こ
と
に
つ
づ
き
、
事
務
費

負
担
を
全
廃
す
る
な
ど
の
改
悪
が
お
こ
な
わ

れ
、
国
保
会
計
に
た
い
す
る
国
庫
支
出
金
の

負
担
率
が
約
５
０
％
か
ら
２
５
％
に
半
減
し

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
保
を

運
営
す
る
自
治
体
と
、
加
入
す
る
被
保
険
者

の
負
担
が
大
き
く
増
え
、
国
は
、
自
ら
の
役

割
を
放
棄
し
、
矛
盾
の
し
わ
寄
せ
を
自
治
体

と
被
保
険
者
に
押
し
付
け
て
き
た
か
ら
で
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
市
の
国
保
会
計

の
健
全
化
を
は
か
る
た
め
に
、
国
に
対
し

て
、
国
庫
支
出
金
の
大
幅
な
増
額
を
求
め
て

い
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

第
３
は
、
さ
ら
に
ひ
ど
い
こ
と
に
、
本
来

国
保
財
政
に
入
る
べ
き
国
か
ら
の
交
付
金
が

大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
る
制
度
が
国
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
、
本
市
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
国

保
会
計
の
赤
字
額
を
上
回
る
交
付
金
減
額
が

お
こ
な
わ
れ
、
赤
字
を
膨
張
さ
せ
て
き
た
最

大
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。 具

体
的
に
は
、
保
険
料
収
納
率
の
低
下
を

理
由
と
す
る
普
通
調
整
交
付
金
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
減
額
が
、
本
市
で
は
１
９
９
７
年
度

か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
累
計
で
２
４
８

億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
な
ど
の
本
市
独
自
の
施
策

実
施
な
ど
を
理
由
に
し
た
調
整
交
付
金
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
減
額
が
、
本
市
で
は
１
９
９
９

年
度
か
ら
始
ま
り
、
累
計
で
１
２
６
億
円
に

達
し
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
３
７
４
億
円

で
、
本
市
の
累
積
赤
字
額
３
７
６
億
円
に
匹

敵
し
ま
す
。 

２
０
０
４
年
度
か
ら
２
０
０
８
年
度
ま
で

の
直
近
５
年
間
の
決
算
で
み
れ
ば
、
国
保
会

計
の
収
支
は
合
計
で
２
５
億
９
千
万
円
の
赤

字
に
対
し
て
、
調
整
交
付
金
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
減
額
は
１
３
９
億
円
と
な
り
、
こ
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
減
額
が
な
け
れ
ば
、
本
市
の

国
保
会
計
は
５
年
間
で
１
１
３
億
円
も
黒
字

と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
国
に
よ
る
一
方
的

な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
措
置
が
、
い
か
に
国
保
事

業
の
健
全
な
運
営
を
阻
害
し
て
い
る
か
は
、

き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
と
し
て
も
、
国
に
対
し
て
、
こ
の
よ

う
な
国
民
健
康
保
険
法
の
趣
旨
に
も
反
す
る

不
当
な
普
通
調
整
交
付
金
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

減
額
措
置
を
、
直
ち
に
廃
止
す
る
よ
う
求
め

る
と
と
も
に
、
従
来
の
減
額
分
に
つ
い
て
も

「
補
て
ん
せ
よ
」
と
強
く
要
求
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

 
 

そ
れ
は
、
本
市
の
国
保
料
の
実
態
が
、
被
保

険
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
過
酷
で
非
情
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

２
０
１
０
年
度
の
１
人
当
り
の
国
保
料

は
、
前
年
度
同
様
の
９
万
５
＊
８
１
８
円
に

据
え
置
き
さ
れ
た
も
の
の
、
バ
ブ
ル
経
済
絶

頂
の
１
９
９
０
年
度
の
６
万
０
＊
０
７
４
円

に
比
べ
、
１
＋
６
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
間
、
国
保
加
入
世
帯
の
収
入

は
１
＋
６
倍
に
増
え
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
大

幅
に
減
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
長
引
く

深
刻
な
不
況
に
加
え
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
の
影
響
で
、
中
小
自
営
業
者
の
所
得
は
激

減
し
、
倒
産
・
廃
業
も
相
次
ぎ
、
ま
た
、
労

働
者
派
遣
法
の
改
悪
で
、
大
量
に
低
所
得
の

非
正
規
雇
用
労
働
者
が
増
加
、
さ
ら
に
、
年

金
生
活
者
も
税
制
改
悪
に
よ
っ
て
課
税
が
強

化
さ
れ
、
手
取
り
収
入
が
減
尐
し
て
い
ま

す
。 加

え
て
、
２
０
０
６
年
度
か
ら
税
額
に

よ
っ
て
算
定
す
る
方
式
か
ら
所
得
額
で
決
め

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
国
保
料
が
い
っ
そ

う
生
活
実
態
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

た
と
え
ば
、
年
所
得
３
０
０
万
円
の
４
０

歳
代
の
単
身
世
帯
の
今
の
国
保
料
は
、
４
１

万
０
＊
４
８
９
円
と
な
り
、
所
得
の
１
３
＋

７
％
に
達
し
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の

被
用
者
保
険
料
に
比
べ
て
約
２
＋
５
倍
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
じ
年
所
得

３
０
０
万
円
の
４
０
歳
代
の
夫
婦
と
子
供
２

人
の
４
人
世
帯
の
国
保
料
は
、
実
に
４
９
万

４
＊
３
４
５
円
、
所
得
の
１
６
＋
５
％
に
も

の
ぼ
り
ま
す
。
単
身
世
帯
の
国
保
料
に
比

べ
、
食
費
や
教
育
費
な
ど
の
支
出
が
多
く
な

る
４
人
世
帯
は
、
金
額
で
約
８
万
４
＊
０
０

０
円
、
所
得
比
率
で
２
＋
８
ポ
イ
ン
ト
も
高

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
保
険
料
が
払
え
な
い
滞
納

世
帯
は
、
い
ま
や
加
入
世
帯
の
３
軒
に
１
軒

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時

こ
そ
、
本
市
は
国
の
悪
政
の
防
波
堤
と
な
っ

て
市
民
生
活
を
守

る
こ
と
に
力
を
尽

く
す
べ
き
で
あ

り
、
国
保
料
の
引

き
下
げ
は
ま
っ
た

な
し
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
一
） 

 
 

 

 

 

 

 ６月３日(木)閉会本会議 
 

 ６月９日(水)陳情・請願締め切り 
 

 ６月１６日(水)民保･計消委員会 
 

 ６月１７日(木)文経･建港委員会 
 

 ６月１８日(金)財総･交水委員会 

 

６
月
３
日
に
開
か
れ
た
大
阪
市
会
で
、
常
任
委
員
会
委

員
長
な
ど
２
０
１
０
年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

議
長
に
は
自
民
党
の
荒
木
幹
男
議
員
、
副
議
長
に
は
民

主
党
の
勝
田
弘
子
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
の
委
員
会
配
置
は
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
で

す
。 



 
 
(
*

印
は
各
派
代
表
、
◎
印
は
委
員
長 

 
 

○
印
は
副
委
員
長) 

財
政
総
務
委
員
会 

 
*

瀬
戸
一
正
、
矢
達
幸
、
石
川
莞
爾 

 
 

文
教
経
済
委
員
会 

 
*

山
中
智
子
、
安
達
義
孝
、
寺
戸
月
美 

 
 

民
生
保
健
委
員
会 

 
*

北
山
良
三
、
○
尾
上
や
す
お
、 

 
 

上
野
と
き
子 

 

計
画
消
防
委
員
会 

 
*

稲
森 

豊
、
長
谷
正
子 

建
設
港
湾
委
員
会 

 
*

下
田
敏
人
、
井
上
ひ
ろ
し 

交
通
水
道
委
員
会 

 

◎
江
川
し
げ
る
、
○*

渡
司
考
一 

 

   
 
(
*

印
は
各
派
代
表
、
○
印
は
副
委
員
長) 

市
政
改
革
特
別
委
員
会 

 
*

瀬
戸
一
正
、
下
田
敏
人
、
山
中
智
子 

 

大
都
市
税
財
政
制
度
特
別
委
員
会 

 
*

渡
司
考
一
、
尾
上
や
す
お
、
寺
戸
月
美 

環
境
対
策
特
別
委
員
会 

 
*

江
川
し
げ
る
、
安
達
義
孝
、 

 

○
井
上
ひ
ろ
し 

  

●
恒
久
増
税
だ
け
の
枠
組
み
づ
く
り
を
批
判 

瀬
戸
一
正
議
員
は
、
市
税
条
例
の
一
部
改

正
案
に
つ
い
て
質
疑
。
こ
ど
も
手
当
の
創
設

に
伴
っ
て
、
新
た
に
年
尐
扶
養
控
除
、
特
定

扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
実
質
、

増
税
に
な
る
家
庭
が
で
る
と
指
摘
。
ま
た
、

こ
ど
も
手
当
は
単
年
度
施
策
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
増
税
は
恒
久
的
な
制
度
に
な
る
と
批
判

し
反
対
し
ま
し
た
。 

●
前
向
き
な
世
界
の
流
れ
に
照
ら
し
た 

議
論
で
解
決
を 

井
上
ひ
ろ
し
議
員
は
、
「
慰
安
婦
」
問
題

の
早
期
解
決
の
た
め
の
議
論
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
日
韓
首
脳
会
談
で
の
鳩
山
首
相
の
歴

史
認
識
や
日
本
共
産
党
の
ア
メ
リ
カ
訪
問
な

ど
、
前
向
き
な
世
界
の
流
れ
を
紹
介
。
世
界

の
民
主
主
義
や
人
権
感
覚
の
到
達
点
が
今
、

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
今
、
ど
う
い
う
流
れ
に

な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
踏
ま
え
た
議
論
が

必
要
と
強
調
、
採
択
を
求
め
る
意
見
表
明
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

  

●
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
実
態
調
査
を
お
こ
な
え 

上
野
と
き
子
議
員
は
、
福
祉
保
育
労
組
や

東
京
都
が
お
こ
な
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
児
調
査

結
果
を
示
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
児

童
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
大
阪
市
の
対
応

の
遅
れ
を
批
判
、
実
態
調
査
を
た
だ
ち
に
取

り
組
み
、
実
態
に
則
し
た
対
応
が
お
こ
な
え

る
よ
う
に
要
求
し
ま
し
た
。 

●
市
民
へ
の
説
明
責
任
、
損
害
補
填
果
た
せ 

 

江
川
し
げ
る
議
員
は
、
「
高
校
等
奨
学
金

の
返
還
の
債
務
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
条
例

案
（
旧
同
和
奨
学
金
）
」
に
つ
い
て
質
疑
を

お
こ
な
い
、
巨
額
の
回
収
困
難
な
債
務
残
高

が
生
じ
た
原
因
は
解
同
の
圧
力
に
屈
服
し
た

大
阪
市
が
議
会
の
承
認
も
得
ず
に
返
還
免
除

を
す
る
「
償
還
補
助
制
度
」
を
つ
く
っ
た
か

ら
だ
と
批
判
、
市
と
教
育
委
員
会
は
、
市
民

に
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
や
損
害
の
補
填

方
策
を
示
す
べ
き
だ
と
厳
し
く
追
及
し
条
例

案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
江
川
議
員
は
、
東
住
吉
区
で
お
き

た
痛
ま
し
い
子
ど
も
の
事
件
か
ら
学
び
で
き

る
限
り
の
子
ど
も
の
安
全
対
策
の
強
化
や
教

職
員
の
「
同
和
」
加
配
問
題
、
保
育
所
の
待

機
児
童
の
現
状
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

●
生
活
実
態
に
見
合
う
国
保
料
に 

 
北
山
議
員
は
、
国
保
会
計
に
つ
い
て
国
保

財
政
悪
化
の
原
因
は
収
納
率
の
低
下
に
よ
る

国
の
調
整
交
付
金
カ
ッ
ト
や
１
９
８
４
年
に

国
庫
支
出
金
の
負
担
割
合
を
４
５
％
か
ら
３

９
％
に
引
き
下
げ
た
国
の
責
任
が
大
き
い
と

指
摘
。
累
積
赤
字
３
７
６
億
円
を
補
填
す
る

財
源
は
全
額
国
に
求
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し

生
活
実
態
に
見
合
う
保
険
料
に
引
き
下
げ
、

資
格
証
発
行
中
止
を
要
望
し
ま
し
た
。 

●
難
病
セ
ン
タ
ー
の
移
転
実
現
に 

 

府
と
の
積
極
的
協
議
を 

 

旧
市
児
童
相
談
所
を
難
病
セ
ン
タ
ー
に
活

用
す
る
陳
情
を
質
疑
。
無
料
や
低
料
金
で
貸

す
な
ど
府
と
の
協
議
を
積
極
的
に
す
す
め
実

現
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

●
同
和
奨
学
金
関
連
の
条
例
案
に
反
対 

 

て
ら
ど
議
員
は
、
同
和
対
策
の
一
環
で
あ

る
大
学
奨
学
金
制
度
関
連
の
条
例
案
は
行
政

の
不
法
行
為
を
追
認
す
る
も
の
だ
と
厳
し
く

批
判
。
同
和
行
政
は
完
全
に
終
結
す
べ
き
と

条
例
案
に
反
対
の
意
見
表
明
を
行
い
ま
し

た
。 

  

●
「
パ
チ
ン
コ
店
建
設
反
対
」
陳
情
採
択
を 

稲
森
議
員
は
平
野
区
の
住
民
か
ら
出
さ
れ

た
「
パ
チ
ン
コ
店
建
設
に
反
対
す
る
陳
情

書
」
の
質
疑
で
は
建
設
予
定
地
の
土
壌
汚
染

の
安
全
宣
言
を
求
め
る
と
と
も
に
、
韓
国
で

は
２
０
０
６
年
に
パ
チ
ン
コ
店
が
賭
博
性
を

理
由
に
全
面
禁
止
さ
れ
た
事
や
、
大
阪
市
は

宗
右
衛
門
町
に
お
い
て
地
区
計
画
で
パ
チ
ン

コ
店
等
を
禁
止
す
る
一
方
、
パ
チ
ン
コ
店
の

広
告
の
地
下
鉄
車
両
を
走
行
さ
せ
る
な
ど
、

街
づ
く
り
方
針
の
一
貫
性
の
な
さ
に
つ
い
て

厳
し
く
批
判
。
現
実
を
直
視
し
て
、
規
制
や

誘
導
な
ど
対
応
す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し

た
。 

●
「
外
環
状
線
騒
音
」
陳
情
書
採
択
を 

 

稲
森
議
員
は
Ｊ
Ｒ
外
環
状
線
に
よ
る
騒
音

で
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
業
が
経
営
危
機
を
瀕
し

て
い
る
問
題
で
は
一
般
論
で
対
応
す
る
の
で

は
な
く
当
初
の
協
議
で
約
束
し
た
補
償
を
行

う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

不
備
が
指
摘
さ
れ
た
消
防
振
興
協
会
の
監

査
結
果
に
つ
い
て
経
過
と
原
因
究
明
、
損
害

の
有
無
を
消
防
局
に
質
し
ま
し
た
。 

●
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
改
正
に
賛
成
質
疑 

尾
上
議
員
は
１
６
人
が
亡
く
な
っ
た
浪
速

区
個
室
ビ
デ
オ
店
火
災
を
受
け
、
個
室
ビ
デ

オ
店
等
を
「
特
殊
建
築
物
」
で
あ
る
「
遊
技

場
」
と
位
置
づ
け
、
確
認
申
請
や
定
期
報
告

を
義
務
づ
け
る
た
め
に
大
阪
市
建
築
基
準
法

施
行
条
例
の
一
部
改
正
案
を
上
程
。 

●
職
員
体
制
強
化
を
要
望 

既
存
を
店
舗
含
め
た
個
室
ビ
デ
オ
等
の
防

火
安
全
対
策
の
強
化
へ
、
周
知
徹
底
と
職
員

体
制
の
強
化
で
定
期
報
告
実
施
率
の
向
上
を

図
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

●
住
民
の
意
見
を
く
み
つ
く
し 

「
大
阪
市
葬
儀
場
建
設
等
に
か
か
る
指
導

要
綱
の
制
定
及
び
建
設
指
導
実
施
に
関
す
る

陳
情
書
」
は
、
住
民
合
意
な
ど
の
意
見
表
明

を
し
全
会
一
致
で
継
続
審
査
扱
い
に
な
り
ま

し
た
。 

  

●
「
交
差
点
の
安
全
対
策
」
全
会
一
致
採
択 

 

安
達
議
員
は
「
平
野
東
４
交
差
点
の
安
全

対
策
強
化
」
で
は
、
一
定
の
対
策
は
あ
る
が

住
民
は
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
実
態
を
把
握

し
周
辺
歩
道
の
改
修
と
合
わ
せ
安
全
を
確
保

せ
よ
。
都
市
計
画
道
路
は
見
直
し
を
早
急
に

図
る
べ
き
と
陳
情
書
の
採
択
を
主
張
し
全
会

一
致
で
採
択
。 

●
公
的
駐
輪
場
の
拡
充
を 

 

西
区
の
ク
ロ
ー
バ
ー
学
院
か
ら
の
「
公
的

駐
輪
場
の
充
実
を
求
め
る
」
陳
情
で
は
、
不

法
駐
輪
撤
去
だ
け
で
は
問
題
解
決
は
な
い
。

駐
輪
場
設
置
を
早
急
に
行
う
べ
き
と
採
択
を

主
張
。
陳
情
書
は
引
き
続
き
審
査
に
。 

●
駐
輪
上
の
整
備
要
望 

 

南
海
電
鉄
粉
浜
駅
前
の
駐
輪
場
整
備
を
質

疑
。
ス
ー
パ
ー
に
改
善
を
求
め
る
の
は
当
然

だ
が
同
時
に
南
海
電
鉄
に
事
業
者
責
任
を
求

め
、
駅
周
辺
の
駐
輪
問
題
の
解
決
を
図
る
べ

き
と
市
に
対
応
強
化
を
要
望
。 

  

●
長
堀
鶴
見
緑
地
線
事
故
報
告
で
質
疑 

 

わ
た
し
考
一
議
員
は
５
月
２
６
日
大
阪
市

会
交
通
水
道
委
員
会
で
、
交
通
局
が
発
表
し

た
、
「
長
堀
鶴
見
緑
地
線
の
人
的
ミ
ス
に
よ

る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
調
査
対
策
委
員
会
」
が
提

出
し
た
資
料
（
報
告
書
）
に
つ
い
て
質
疑
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

わ
た
し
議
員
は
、
３
月
２
３
日
の
同
委
員

会
で
長
堀
鶴
見
緑
地
線
で
３
月
１
５
日
発
生

し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
し
て
、
機
械
に
た

よ
り
す
ぎ
で
「
安
全
神
話
」
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
安
全
よ
り
も
ダ
イ
ヤ
優
先
の
意

識
が
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
故
障

時
の
訓
練
の
機
会
が
尐
な
い
点
や
、
ポ
イ
ン

ト
切
り
換
え
等
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
は
な

か
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
交
通
局
は

「
調
査
対
策
委
員
会
」
の
中
で
「
安
全
重
視

の
企
業
風
土
の
醸
成
に
努
め
る
」
な
ど
の
議

論
が
さ
れ
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

（
二
） 

 

民
生
保
健
委
員
会 

常
任
委
員
会 

特
別
委
員
会 

 

計
画
消
防
委
員
会 

 

建
設
港
湾
委
員
会 

 

交
通
水
道
委
員
会 

 

財
政
総
務
委
員
会 

 

文
教
経
済
委
員
会 


